
38 2021.8

特 集 NTT Technology Report for Smart World

「NTT Technology Report for Smart 
World 2021」の公開について

社会トレンド スマート
ワールド

テクノロジー
トレンド

NTT研究企画部門では，2019年に始動したIOWN（Innovative 
Optical and Wireless Network）構想とともに，より人々が豊かに生
きていく世界を実現するためのテクノロジーについてまとめた「NTT 
Technology Report for Smart World」を発表しています．このたび，
新たに2021年度版を公開しましたので，その概要と更新のポイント
についてご紹介します． NTT研究企画部門
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社会の変容に対する限界打破の
イノベーションとテクノロジー

今，大きく変わる世の中（新型コロ
ナウイルス感染症，環境破壊や気候変
動）にあって，人類が今までどおりの
活動を続けていくのみでは，持続的な
発展すら困難であることが明らかに
なってきました．ビッグデータのAI（人
工知能）処理や仮想通貨の拡大など，
情報処理に伴うデータ量は爆発し，消
費電力もますます増えてきています．
この新たな変化に対して，わたしたち
のテクノロジーは，人々が豊かに生き
ていく世界の基盤につながることをめ
ざしています．今回，現状を打破し，
豊かな未来に向けて歩んでいくために
必要と考えている複合的なテクノロ
ジーとその構成（相互の関わり）につ
いて，わたしたちが取り組んでいる
IOWN（Innova­tive Optical and 
Wireless Net­work）構想を軸として
解説をしていきます．

IOWN構想の 3 つの要素，3 つ
のプラットフォーム，5 つの価値

ネットワークから端末まで，すべて
にフォトニクスベースの技術を導入し
た「オールフォトニクス・ネットワー
ク（APN）」，あらゆるものをつなぎ
その制御を実現する「コグニティブ・
ファウンデーション（CF）」，実世界
とデジタル世界の掛け合わせによる未
来予測などを実現する「デジタルツイ
ンコンピューティング（DTC）」，
IOWNはこの 3つの要素から成り立っ
ています．
IOWNの起源は2019年 4 月に発表し

た光トランジスタであり，こうした光
技術を活用したデバイスの開発の進展
に伴い，IOWN構想の中では「光ダイ
レクト多地点接続技術」「エクストリー
ムNaaS」「データセントリックコン
ピューティング基盤」という 3つの共
通プラットフォームが設定されていま
す．そこから生み出される社会課題の
解決と人々を豊かにする 5 つの価値
が，「4Dデジタル基盤Ⓡ」「リモートワー

ルド」「Well-being」「環境負荷ゼロ」
「新たなTrustを構築するバリュー
チェーン」です．その3つの共通プラッ
トフォームと 5つの価値について解説
していきます．

3 つの共通プラットフォーム

■�データセントリックコンピュー
ティング基盤
多種多様なデータから新たな価値を

創出していくデータ中心の社会の実現
が求められています．IOWNが実現す
るプラットフォームの「データセント
リックコンピューティング基盤」では，
さまざまな分野・業界のデータオー
ナーやミドルサービスプロバイダーに
新たな価値を提供し，持続可能な社会
の創出を支援するものです．特に
「データハブサービス」「AIサービス
プラットフォーム」「ディスアグリゲー
テッドコンピューティング基盤」の 3
つの機能でこの基盤は確立されていき
ます．
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■�エクストリーム NaaS（Net­
work as a Service）
5G（第 5 世代移動通信システム）
のサービスエリアが拡大し，次の6G（第
6世代移動通信システム）の展開を見
据えている中，さらなる高速な無線
ネットワークが求められています．ま
た，大容量だけでなく，つながりつづ
けるネットワークが必要とされていま
す．エクストリームNaaSの実現に
は 3 つの革新，「ネットワークサービ
ス提供の概念の革新」「制御情報の概
念の革新」「アクセスネットワークの
革新」が必要となるとわたしたちは考
えています．
■光ダイレクト多地点接続
IOWNのオールフォトニクス・ネッ
トワークを使いこなし，十全に活用す
るために，多様な帯域に即応し，ユー
ザストレスのない多地点接続技術や高
臨場感通信技術が必要だとわたしたち
は考え，「光ダイレクト多地点接続サー
ビス」の確立をめざしています．その
実現には「ネットワーク情報の取得と
提供」「リアルタイム多地点接続」の
2 つの技術が重要となります．この
サービスが実現すると，異なる場所に
いる人どうしがあたかも同じ場所にい
るかのようにコミュニケーションがで

き，また，スポーツやエンターテイン
メントの新しいあり方を見出せるかも
しれません．

5 つの価値

■4Dデジタル基盤Ⓡ

IOWNを通じて提供する「4Dデジ
タル基盤Ⓡ」は，正確な位置（三次元
情報）に時刻情報を加えた四次元の情
報をリアルタイムに高精度な地理空間
上に統合したデジタル基盤であり，「道
路交通の整流化」「都市アセットの活
用」「社会インフラの協調保全」「環境・
防災にむけた地球理解」という 4つの
価値がポイントとなります．多様な社
会活動の現状分析，未来予測を産業横
断で行い，さまざまな産業基盤に提供
することで，交通・スマートシティに
おける人々の快適さと全体最適化の両
立，社会インフラの運用・維持コスト
の低減，社会と自然環境の調和する社
会が実現されます．
■リモートワールド
新型コロナウイルス感染症の世界的

な流行を経て，多くの産業でリモート
化が進められています．そのため，リ
モートワークやオンライン教育など，
実際に集まらなくてもリアルと同じよ
うな価値を提供する仕組みが求められ

ています．わたしたちはIOWNを通
じて，リモートワールドという価値を
提供していきたいと思っています．こ
こでは「遠隔地の環境条件を融合・同
一化」「人の意思・意図を伝達し能力
を合成」「文化・価値観の壁の超越」「近
接した活動との連携」がポイントとな
るでしょう．
■Well-being
近年注目されている「Well-being」

という概念は，身体だけでなく精神的，
社会的に良好な状態にあることを意味
しており，医学的・快楽主義的・持続
的といった分類，個人的要因・社会的
要因・超越的要因などいくつもの見地
から人間の幸福をとらえる試みがなさ
れています．その中で， 1人ひとりが
自分のWell-beingを実現できる基盤
をわたしたちはつくっていきます．こ
こでは「Well-being要因の見える化」
「個々人に合わせた選択肢の提示」「自
身の動機づけに基づく実践」「産業を
超えた補完的なエコシステム」がポイ
ントとなります．
■環境負荷ゼロ
気候変動や大規模災害，パンデミッ

クなど地球環境の変化に対応する社会
の実現は，現代を生きるわれわれに
とって急務となっています．環境負荷
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ゼロの価値を提供するために，ここで
は「環境変化を受容する社会の実現」
「次世代エネルギー流通ネットワーク」
「核融合炉の最適オペレーション」「超
高精度な気象予測」がポイントとなる
でしょう．新たな次世代エネルギー技
術の活用やエネルギーの最適な流通の
ためにも新たな通信基盤は必要不可欠
となってくるでしょう．
■�新 た な Trust を 構 築 す る バ

リューチェーン
社会のデジタル化が進み，人はより
利便性の高いサービスを受けられるよ
うになったと同時に新たなサイバー犯
罪のリスクも高まっています．情報処
理がより人間社会に密接になるにつ
れ，サイバー世界の被害が直接的に人
間に影響を及ぼすものになってしまい
ます．わたしたちは安心・安全な社会
を下支えできる基盤をつくりたいと考
えています．そこでは「より安心かつ
シンプルなセキュリティの確立」「信
頼できる組織との連携によるグローカ
リズムの実践」「産業を超えるコネク
テッドバリューチェーン」「データを
源泉とした価値創出の加速」といった
ことがポイントとなるでしょう．

お わ り に

NTT研究企画部門では今後もテク

ノロジーの動向とNTT R&Dの取り
組みについて発表していきます．今回
発表した資料はNTT持株会社HP（1）よ
りダウンロードしていただくことが可
能ですので是非ご覧ください．
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テクノロジーとNTT R&Dの動向をま
とめた 「Technology Report for Smart 
World 2021」の冊子とオンラインPDFを
発行しています．お客さまとのコミュニ
ケーションへご活用いただければと思い
ます．
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